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株式会社ジャパンエナジー

環境対応型潤滑油『JOMO ECOシリーズ』のラインナップ拡充について

1. 当社（本社：東京都港区虎ノ門二丁目、社長：高萩光紀）は、地球環境保全に貢献する観点から、昨年5月に環境対応型

潤滑油の製品ラインナップとして「JOMO ECOシリーズ」を設定し、これまでに車両用潤滑油「JOMO デルスターDH-2」およ

び「JOMO CNGオイル」を発売してまいりました。このたび、「JOMO ECOシリーズ」のラインナップ拡充の一環として、工業

用潤滑油3油種（5製品）、万能グリース1油種、車両用潤滑油1油種を新発売いたします。

2. 新製品は次のとおりです。

分類 商品名 荷姿

工業用潤滑油 JOMO バイオハイドロ 32、同 46 200Lドラム缶、20L缶

工業用潤滑油 JOMO バイオタービン 32、同 46 200Lドラム缶

工業用潤滑油 JOMO バイオトランス 200Lドラム缶

グリース JOMO バイオグリース 400gカートリッジ20本入

車両用潤滑油 JOMO GEパワーオイル 200Lドラム缶、20L缶

3. 今回発売する工業用潤滑油および万能グリースの4油種については、使用中に万一漏洩しても微生物により速やかに分

解される生分解性能を有しており、ECOシリーズの中でも、特に「バイオシリーズ」として分類いたしました。バイオシリーズ

は、ポリオールエステル系合成油を基油に用いることで、優れた生分解性とロングライフ性を有するとともに、基油自体の

油性効果に加え厳選された添加剤を配合することにより、高い潤滑性能も発揮します。さらに、工業用潤滑油3油種につい

ては引火点が250℃以上であり、消防法上可燃性液体（指定可燃物）に分類されるため、非危険物として取り扱うことがで

きます。

4. 車両用潤滑油「JOMO GEパワーオイル（SAE：10W-30）」は、CNGやLPG等のガス燃料を使用する小型自動車用エンジン

油です。ガスエンジン油は、NOx（窒素酸化物）による酸化劣化を受けやすいため、化学合成油を配合し、厳選した酸化防

止剤・清浄分散剤・摩耗防止剤を添加しております。特に、ガスエンジンは稼動中に高温状態になるので、エンジン油の蒸

発による燃焼室内のデポジット（沈殿物）生成を抑制するため、耐熱性に優れた清浄分散剤を採用しております。

5. なお、当社では、「バイオシリーズ」誕生記念として、明4月15日から6月末までの間、企業の購買担当者を対象に「JOMO

バイオシリーズ　モニターキャンペーン（注）」を実施いたします。
 

＜詳細は当社ホームページ（http://www.j-energy.co.jp）を参照ください。＞

（注） 対象油種は、「バイオハイドロ」と「バイオグリース」。

『JOMO　バイオハイドロ　46』（20L缶）
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